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ᚋ㣗⑞䛾ศᕸ

Ụᓮ功二㑻 

Ϩ ࡵࡌࡣに

⩚化⬺ฟした࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐（以下、本

✀とࡍる）ᡂ⹸は、生࿨⥔持ࡸᛶᡂ⇍などのたࡵ

に೺全なࢶ࣐⛉ᶞ木のᯞを後㣗ࡍることが▱られ

ている。そして、ࢶ࣐材⥺⹸⑓の⑓ཎ体である࣐

、は（࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、以下）࢘ࣗࢳセン࢖ࢨࣀࢶ

୺に本✀の後㣗⑞⤒⏤で፹௓される。そのたࡵ、

ᯤṚ木で発見される後㣗⑞は本✀が࢖ࢨセンࣗࢳ

材⥺⹸⑓の⨯⑓とࢶ࣐、をఏᦙしたドᣐとされ࢘

関㐃࡙けた研究がሗ࿌されてきた（ᓊ、1988）。 

一方、ᛶᡂ⇍した本✀ᡂ⹸は⾶ᙅࡲたは᪂しࡃ

ᯤṚしたᐤ୺ᶞ木にㄏᘬされ、஺尾ࡸ⏘༸行ືを

行うが、このようなᐤ୺ᶞ木上での後㣗行ືにつ

いてはほとࢇどㄪᰝされていない。➹⪅は㔝እ⥙

ᐊෆにᛶᡂ⇍した本✀ᡂ⹸をᨺ⹸ࡍると、᳜᱂し

たⱝᖺ生ࢶ࣐のࣗࢩートよりも、立てかけたఆ᥇

୸ኴの上に⨨いたᯞ条にከࡃのᡂ⹸が㞟ࡲり後㣗

、ることをほᐹしている（未発表）。このことはࡍ

᪤に⾶ᙅࡲたは᪂しࡃᯤṚしたᐤ୺ᶞ木にㄏᘬさ

れたᡂ⹸は஺尾ࡸ⏘༸行ືࡔけでなࡃ、ᶞෙのᯞ

条で後㣗行ືも行っていることが示唆される。 

本研究では、⾶ᙅࡲたは᪂しࡃᯤṚしたᐤ୺ᶞ

木における本✀の後㣗生ែを᫂らかにࡍるたࡵ、

ఆ᥇および㝖ⲡ๣ὀධによって人ⅭⓗにᯤṚさࡏ

たࢶ࣐࢝࢔をࢶ࣐林分に設⨨し、本✀の後㣗⑞お

よびそれと関㐃した⏘༸⑞の分布についてㄪᰝし

た。

ϩ ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ㄪᰝᯘ 

石ᕝ┴加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林（36°19.4͛N、

136°17.1͛E、ᶆ高 53㹫）にㄪᰝᆅを設⨨した。

ここではࢶ࣐材⥺⹸⑓によるᯤᦆ⿕ᐖが⣙ 20 ᖺ

前から⥅⥆して発生しており、⿕ᐖ木のఆಽ㥑㝖

処理などが実᪋されている。ㄪᰝ前ᖺ（2017 ᖺ）

の当ᖺᯤᦆ率は⣙ 3.0％であり、ᯤᦆ木の平均⬚

高┤ᚄは 13.1cm であった。 

㸰 ఆಽᯤṚᮌ 

ㄪᰝᆅにおいて 2018 ᖺ㸴᭶ 19 日に、సᴗ㊰ἢ

いのࢶ࣐࢝࢔生立木㸱本を㑅び、ᆅ㝿でఆಽした。

平均⬚高┤ᚄおよび高さは 5.9cm（最小㸫最大：

5.4㸫6.3cm）および 4.6cm（最小㸫最大：3.7㸫

6.2cm）であった（表㸫１）。ఆಽ後、ᯞを⢭ᰝし、

ྂい後㣗⑞ࡸ⣮らࢃしいࢬ࢟は㝖ཤした。ఆಽᯤ

Ṛ木のษ断面を⯒⿦されたసᴗ㊰➃に⨨き、࿘ᅖ

の生立木にᆶ┤になるように立てかけた。それら

のᖿをロープでᅛ定し、ᦙฟࡲで㔝እにᨺ⨨した。

㸵᭶ 23 日に、これらのఆಽᯤṚ木のᖿをᆅ㝿から

１㹫ࡈとにఆり分け、石ᕝ┴㎰林総合研究センター

林ᴗ試験場に⛣ືした。㸶᭶㸵日㹼㸶᭶ 12 日に、

ఆಽᯤṚ木ࡈとに後㣗⑞およびᶞᖿ表面の⏘༸⑞

をㄪᰝした。後㣗⑞はᯞのඛ➃から１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、

㸱ᖺᯞおよび㸲ᖺᯞ以上として、ᖺᯞࡈとに後㣗

ᯞᩘをㄪᰝした。⏘༸⑞はᆅ㝿からᆅ上高１㹫ࡈ

とにᶞᖿ表面の⏘༸⑞をᩘえたが、ඛ➃の長さ１

㹫未満のᖿはㄪᰝ⠊ᅖに加えなかった。 

㸱 㝖ⲡ๣ὀධᯤṚᮌ 

2018 ᖺ㸴᭶ 19 日に、ࢶ࣐࢝࢔生立木２本を㑅

び、グࣜࢧ࣍ート࣒࢘ࣜ࢝ሷを୺ᡂ分とした㝖ⲡ

๣（ၟရྡ：ࣛ࢘ンド࢔ップ࣐ッࢡスロード、日

⏘化学ᕤᴗ（ᰴ））ཎᾮをそれࡒれ２cc つὀධࡎ

した。ᆅ上高 0.3㹫および 0.4㹫の２⟠所（ᶞᖿ対

㍈方向）に㸷mm ᚄのドࣜルࣅッドを使い、水平よ

りࡸࡸ下方に向けて῝さ㸱cm の✰を開けた。それ

れに１ccࡒ ᰦࢡつ㝖ⲡ๣をὀධし、その後コルࡎ

をした。ὀධᯤṚ木の⬚高┤ᚄおよび高さはそれ

れࡒ 5.9㹼7.9cm および 5.5㹼6.8㹫であった（表

㸫２）。これらを㸶᭶21日ࡲで㔝እにᨺ⨨し、ఆಽ

した。ᖿをᆅ㝿から１㹫ࡈとにఆり分け、前グの

林ᴗ試験場に⛣ືした。㸶᭶24日㹼㸶᭶25日に、

ὀධᯤṚ木ࡈとに後㣗⑞およびᶞᖿ表面の⏘༸⑞

෗┿－㸯 ఆಽ㸦㸿㸧࣮ࢧ࣍ࣜࢢࡧࡼ࠾ト⣔㝖ⲡ๣のὀ
ධ㸦㹀㸧に࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉᯞに࠾
け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの後㣗⑞ 
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⾲－㸯 ఆಽに࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉに࠾け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの後㣗ᯞᩘのᖺᯞศᕸ 

⾲－㸰 ࣮ࢧ࣍ࣜࢢト⣔㝖ⲡ๣のὀධに࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉに࠾け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの
後㣗㠃✚のᖺᯞศᕸ 

をㄪᰝした。後㣗⑞はᖺᯞࡈとに、後㣗⑞のᯞ㍈

方向の長さとその୰ኸのᯞᚄを஌ࡌて後㣗⑞面✚

を⟬ฟした。 

ᯤṚさࡏたࢶ࣐࢝࢔を㔝እにᨺ⨨したとき、本✀

の⏘༸⑞に加えてከᩘの後㣗⑞もฟ⌧ࡍることを

示した。そのたࡵ、⾶ᙅ木ࡸ᪂しいᯤṚ木におい

て、ㄏᘬされたᡂ⹸は஺尾ࡸ⏘༸行ືࡔけでなࡃ

後㣗行ືも行っていることが᫂らかになった。 

森本・ᒾᓮ（1972）は೺全木と比較して本✀が

⏘༸しているᯤṚ木ではྂいᯞにも後㣗がከࡃなっ

ていることをሗ࿌しており、஭ᡞ・Ṋ田（1976）

は、ᯤᦆึᮇẁ㝵の≉定木（異ᖖ木）の２㹼㸱ᖺ

ᯞ上で本✀が発見されることをሗ࿌している。本

研究ではᯤṚさࡏたᐤ୺ᶞ木の２ᖺ生以上のᯞに

本✀の後㣗⑞がከࡃฟ⌧した。そのたࡵ、森本・

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ

ఆಽᯤṚ木における平均後㣗ᯞᩘは 52.7 本（最

小㸫最大：31㸫 71 本）であった。１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、

㸱ᖺᯞおよび㸲ᖺᯞ以上の平均後㣗ᯞᩘは、それ

れࡒ 14.0本、10.0本、15.3本および 13.3本であっ

た（表㸫１）。ࡲた、１ᖺᯞ、２ᖺᯞおよび㸱ᖺᯞ

の後㣗ᯞ๭合は、それࡒ れ 1.6％、2.5％および

10.6％であり、㸱ᖺᯞで後㣗ᯞ๭合が高ࡃなった。 

ὀධᯤṚ木における合ィの後㣗⟠所ᩘおよび後

㣗面✚は、そ れࡒれ  54㹼82 ⟠所およ び 3,980㹼

8,935mm2であった（表㸫２）。１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、㸱ᖺ

ᯞおよび㸲ᖺᯞ以上の後㣗⟠所ᩘは、それࡒれ10

㹼29、18㹼39、㸷㹼17 および㸳㹼㸷⟠所であった。

後㣗面✚は それࡒれ 489㹼2,879 mm2 、1,899㹼

4,614 mm2、783㹼1,024 mm2 およ び 418㹼809 mm2

であり、２ᖺᯞで後㣗面✚がከࡃなった。 

 ఆಽᯤṚ木の⏘༸⑞ᩘは 31㹼54 ಶで、ᆅ上高が

高いほど⏘༸⑞ᩘが少なࡃなる傾向があった（ᅗ

㸫１）。ࡲた、ὀධᯤṚ木の⏘༸⑞ᩘ は 86㹼172

ಶで、ᆅ上高と⏘༸⑞の関係は᫂☜ではなかった

が、最上㒊のᖿで⏘༸⑞ᩘが最も少なࡃなった（ᅗ

㸫１）。ఆಽᯤṚ木およびὀධᯤṚ木の୧方で、ᐙ

ධ（1973）がሗ࿌したようにᶞᖿの最上㒊の小さ

いᖿᚄは本✀の⏘༸に㐺さなかったとᛮࢃれた。 
ᅗ－㸯 ఆಽ࣮ࢧ࣍ࣜࢢࡧࡼ࠾ト⣔㝖ⲡ๣のὀධに

༸⑞⏘ࡿけ࠾にࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉᯤṚ࡚ࡗࡼ
の高ࡉศᕸ 本研究は、ఆಽࡸ㝖ⲡ๣ὀධによって人Ⅽⓗに
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ᒾᓮ（1972）および஭ᡞ・Ṋ田（1976）のሗ࿌は、

ᐤ୺ᶞ木が⾶ᙅࡲたはᯤṚした後の後㣗行ືに関

㐃があるかもしれない。 

が࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、材⥺⹸⑓によるᯤṚはࢶ࣐

ᐤ୺ᶞ木࡬౵ධࡍることで発生ࡍる。その後、ࢨ

ᯤṚ木か、ࡵるたࡍがᶞ体ෆでቑṪ࢘ࣗࢳセン࢖

ら࢖ࢨセン࢘ࣗࢳが分㞳されたとき、ࢶ࣐材⥺⹸

⑓にᯤṚཎᅉをồࡵることが可能になる。しかし、

石㯮・┦ᕝ（2016㸹2018）によって、ఆಽᯤṚさ

において⏘༸⑞⤒⏤でもࢶ࣐ロࢡࡸࢶ࣐࢝࢔たࡏ

∦それらの材、ࡸることࡍが౵ධ࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ

からࢶ࣐材⥺⹸⑓デ断࢟ットの㝧ᛶ཯ᛂがあった

ことがሗ࿌されている。このことはᯤṚ木からの

ࢶ࣐のฟ⌧によってもᯤṚཎᅉを࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ

材⥺⹸⑓に≉定できないことを示している。 

࢖ࢨ材⥺⹸⑓は、本✀の後㣗⑞を⤒⏤してࢶ࣐

セン࢘ࣗࢳがᐤ୺ᶞ木にఏᦙされる。そのたࡵ、

セン࢖ࢨ、るときࡍᶞ木のᯤᦆཎᅉをㄪᰝ⛉ࢶ࣐

ᯞ条の後㣗⑞の分布も、ࡃけでなࡔのᏑᅾ࢘ࣗࢳ

ὀ┠されてきた（ᓊ、1988）。しかし、Ẽ㇟ᐖࡸ⎔

ቃのኚ化などのࢶ࣐材⥺⹸⑓とはูのཎᅉで⾶ᙅ

✀と本࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、ᯤṚしたᐤ୺ᶞ木でもࡸ

の後㣗⑞の୧方がᶞ体ෆに分布ࡍる可能ᛶがある

ことが本研究において示された。そのたࢶ࣐、ࡵ

のᯤᦆཎᅉについては、本✀࢖ࢨࡸセン࢘ࣗࢳの

分布などに加えて、林分ෆのᯤṚ木について時✵

ⓗな⿕ᐖ発生パターンを⢭ᰝし、総合ⓗにุ断ࡍ

ることが重せであࢁう。 
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